
 

 
発達科学部の ESD 演習は、「あいな里山」「こうのとりプロジェクト」「子育て支援」「サイエ

ンスショップ」の 4 つの演習フィールドが用意されている。それぞれのフィールドでアクシ

ョン・リサーチを通じて、見て、感じて、気づきを深め、持続可能な社会づくりのための教

育を考える。（発達支援論の演習には認定演習となるものもあります。） 

 

演習の４フィールドの紹介 

Ａ あいな里山 

神戸市北区の

藍那（あいな）

の国営明石海峡

公園・神戸地区

で活動する「あ

いな里山ビオパ

ーク」のメンバ

ーの協力を得な

がら、環境学習

の検証・実践に取り組んでいる。 

 

 

 

 

Ｂ こうのとりプロジェクト 

2010 年度は、神戸市西区神出町の兵庫楽農生活センターで開催されている「親子農

業体験教室」への参画を通じて ESD を検討した。 

11月には 2008 年度から継続し関わってきている豊岡市立新田小学校での「新田環境

会議」に参加し、環境問題を考えるワークショップを実施した。 

 

 

 

     ↑ 
（楽農生活センターでの親子農業体験教室の田植え）      （新田環境会議）→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 子育て支援 

子育て支援の演習では、人間発達環境学研究科サテライト施設「あーち」でのプログラムに参画し、その活動を振

返る過程での気づきを演習生で共有しながら、社会の課題を検討する方法を継続し実施している。 

 
（あーちの「おひさまひろば」の活動）→ 

 
 

 

 

 

 

 

 

Ｄ サイエンスショップ 

 

サイエンスカフェ、サイエンスショップをフィールドとし

て、学生自らが設定する課題について、アクション・リサー

チに取り組む演習を行っている。2010 年度は、学生企画によ

るカフェ（Developer's Café）の開催や後期では、南あわじ

市のシカの食害対策や地域振興の取り組みにも参画した。 

 

 
（南あわじ市で

の活動）↓→ 

 

 

 

 

 

☆ 他学部演習生との合同発表会 

前・後期それぞれ期末には、文学部や経済学部の演習生との合同の発表会を実施している。発表後は、ワー

ルドカフェ方式での意見交換会により、多様な視点も持つ学生の交流を通じた学びを促進する機会としている。 

前期は、4 月 15 日・22 日にガイダンス(B210 教室) 
以後はそれぞれの担当教員との調整による時間教室で授業が行われます。 
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